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近年，さまざまな環境修復の場で実施される斜面緑化においては，従来の外来革本種に代わっ

て地域自生種をもちいた生物多様性に配慮した播種工が求められている(吉田， 2009)。こう

した事情から，先駆性の低木種への期待が高まっており，それらを導入して施工した後の定策・

発透過程について地表被援状態や本数筏度，成長長など，かなり詳細な調査が行われている

(小畑ら， 2007; ら， 2008;紺!水ら， 2008)。

樹木の育成に関する試験研究は，これまで高木韓を中心に行われてきたことから，低水種倍

加の清成法については不明な点が少なくない(関西地区林業試験掛究機関連結協議会育苗部会，

1980 ;林業科学振興所， 1985)。樹木の育成利用においては， まずず、'(は土それぞ

よく 1理宅断角解平しておく必必、袈があり (Kr問ame町rand Ko悶zlowski，1979)，綾子を播いて実生を脊てる

ケースでは，特に種子の発芽や芽生えの成長に関する性質が重要で、ある。

本研究では，斜面総化に有用と見られる，わが国自生の低木種6種を選び，種子の発芽試験

を行うとともに，国j易に播種し，発芽後の芽生えの成長経過を追跡し，発芽当年の幹校系の発

達や成長量について調査した。種子発芽や芽生え成長における樹種開の変異に注呂し，発芽当

年の成長量と結びつけて若干の考察を行った。
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11.材料と方法

1.材料

1 )麓子採取

2009年の秋，長野県伊那地方および近隣各県の二次林地帯で，自生する低水謹の種子採

取を行った。そのうち，本研究では，ヤマハギ (Lespedezabicolor for. acutifolia). ヌ

ルデ (Rhusc]Jinensis). ノイバラ (Rosamultiflora).ムラサキシキブ (Callicarpajapon-

ica) . リョウブ (Clethrabarbinervis). タニウツギ (Weigelahortensis) を供3え材料と

した。採取した種子は，持ち帰って精選し，ポリ塩化ピ、ニル製の袋に入れ. 4 ~ 50Cに設

定した低温貯蔵庫に貯蔵した。

2 )発芽試験

2010年 6月，温度制御した実験室で発芽試験を した。試験では，市販の関芸用プラ

スチック製角型プランター (23X46 x 17 (深さ) cm) に，市販の悶芸用鹿沼土(

を入れよ音地とした。なお， リョウブとタニウツギでは，同形で小型のプランター (15X27

x 12 (深さ) cm) を用いた。ヤマハギとノイバラは 3つのプランターに，他の樹種は 1

つのプランターに播いたO 播いた種子の量は，表 1に示されている。

播種後，プランターは，横物育成用ラック (PlantMaster. ~科mMS. 東京)の初j に

き，近赤外蛍光ランプ(バイオルックスA. 40W. NEC) を光源とする人工光を 1日

間期射した。培地表部の光強度(光合成有効光託子東密度)は， 60~70μmol q. m-2 

S-1であったO 給水は，プランター専用のトレイに水を張り上方への毛管水移動により行

い，培地表部が適度に湿った状態に保った。試験期間中の実験室の気温，松対i混!支は，そ

れぞれ23.2土lSC.50.3土4.5%であったο 播種後は，数日から 1週間の開簡で発根の観

祭を行い，発芽数をカウントしたO 発芽試験は，開始後137日で観察を締め切った。

2.臨場での播種試験

1 )試験区の設定と

201044月，農学部キャンパス内の附属寒冷フィールドサイエンス教育研究センターの

実験苗闘に試験区をつくった。耕運，整地の後.1mxlOmの床を 6列っくり，各持を

各供試樹種に割り当てた。各列に. 1 m>く2mの措種区簡を 3区画っくり，試験誌 (A.

B. C!R)とした。列の間部は0.75m. 各列における試験区の陪隔は 1mとした。

日に穂子を貯蔵庫から取り出し，実験室の流し場で浸i責処潔を一晩行った後，播

種を行った。試験区あたりの播種最は，ヤマハギ，ヌルデ，ノイバラで100g，ムラサキ

シキブで13g，リョウブ，タニウツギで14gとした。播種後は，種子乾燥や鳥などによ

る摂食被害を回避するため，稲わらを敷きつめた。
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試験毘A， B. Cは，土壌の水分と養分に対する成長反花、をみるためのもので，試験区A

は無給水無施肥であり，試験毘Bで、は給水，試験区Cでは給水と施肥を行った。なお，各

試験区とも，降水による自然給水はなされた。本研究では.t1it種間のちが'"を見ているの

で，以下，試験区Bに限って扱った。

2 )実生の成長経過

播種後，発生した実生のなかから 3儲体をj@び，実生地上部の主軸の長さを定期的に測

定するとともに，主戦における間葉数(子葉は徐く)を数えた。成長経過の調査は. 1か

ら2週間の間隔で10丹中旬まで、行った。

3 )実生の成長量

2010年10月上旬に，各試験区でサイズ構成を考慮して 8本の実生を選び，主軸地際部で

切腹rrL.地上部を実験室に持ち帰った。それぞれの主nilIJについて，地i按直径と長さを測定

した後，主軸から分岐する一次校について，若主主妥1S1立(主lIiIlI北h際音11からの距離)と基在日か

ら先端までの長さを測定した。さらに 一次校から分岐するこ次枚について，それぞれの

長さを測定した。

川.結果

1.発芽試験

発芽試験開始後の発茅率の経過を，間-l(こ示す。発芳三事の経過は，樹~!t問で災なっていた。

平均発芽日数および試験開始後28臼 (4週間). 137 EI (段終観察日)の発芥卒を，表-1に示

平均発非日数は，タニウツギで10El以下， リョウブとムラサキシキブで20日以ドであった。

しかし，これら 3樹報以外では30日を起え.ヌルデでは約80日であった。発芽率は，試験開始

後28日でタニウツギ，ムラサキシキブ， リョウブでは20%を趨え，特にタニウツギでは70%以

上におよんだ。これら 3樹種以外では，ヤマハギで、は10%を超えたが，ノイバラとヌルデでは

2%以下で!怜にヌルデでは 1%に満たなかった。最終発茅率は，リョウブ，ムラサキシキブ，

タニウツギでは試験開始後訪日の発芽率とちがいはなかったが，ヤマハギ，ヌルデ，ノイパラ

では大きかったほ検定. p<O.Ol)。

2.実生の成長経過

!習場での発芽は，実験室で、行った発芽試験のそれと比べ，どの樹種でもi竪くなるようであっ

た。おおよその傾向として，発芽はヤマハギで早く，次いで、ノイバラであり，ヌルデやタニウ

ツギで遅かったO なお，ムラサキシキブとリョウブでは，発芽は認められなかっ t::.o

実生主軸の伸長経過を，関 2 に示す。どの樹種も，主車!li長は 6 月 ~8 月の夏場にかけて旺

盛な伸びを示した。ヤマハギとヌルデでは. 8月に伸長が加速するようであり，こうし
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はノイバラやタニウツギでは見られなかった。 9月以降の伸長は，ヤマハギとヌルデではそれ

以前によとベ変えるものの引き続き認められたが，タニウツギではわずかになり，ノイバラでは

ほとんど認められなかった。

(
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ヌルデ

50 100 

ヂ加夜間XXJOOO

タニウツギ。。。
試験開始日からの日数(days)

図ー 1 発芽試験開始後の発芽率の経過

fJt試f重子についてはまと 1を参照。

表一 1 発芽試験を行った種子の1000粒霊と発芽率

1000*立支 磁i子数

拶J fiIl J器付
jフFじ乞ベオド

137 days 
28 days 

(seeds) (seeds) (%) (seedsl (%) 

ヤマハギ 7.72 7418 1113 15.0 1931 26.0 

ヌルテ。 10.12 4171 5 O. 1 49 1.2 

ノイノ〈ラ 4.82 7221 103 1.4 200 2.8 

ムラサキシキフ 0.73 23402 6982 29.8 7166 30.6 

リョウブ 0.18 400 106 26.5 106 26.5 

発'#二鶴子数lま試験開始後28[:]と 137日のがi。



数穏|場金低木種の滋子発芳三および芽生え成長試験一斜面緑化への利用と関係して 115

主軸伸長にともなう開葉数の経過を，図-3に示す。開業数の経過は，主軸伸長の経過とよ

く一致していた。各樹種の主紺i長について との関係で見ると，ヤマハギヤノイバラに比

ヤマハギ Au岳31j 一o~AAI ヌルデ
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図-2 額場での播麓試験で発生した実生の主軸伸長の経過

各樹被で3似体について議]べた。

OL 
O 

ノイI'iラ タニウツギ

国一 3 鴎場での播種試験で発生した実生の開葉数の経過

各f封殺で 3j樹体について調べた。!刻苦客数l止主取Iiからのもの。
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べると，ヌルデでは開葉数のわりに主軸長が長いのに対し，タニウツギでは反対に矩いようで

あった。

3.実生の枝分岐と主軸成長蚤

主戦からの校分岐および主軸の成長量について，表 2に示す。主事IJからの一次校の分岐に

ついて各一次校の長さを蒼生部位との関係で，圏一 4に示す。一次校の形成は，ヤマハギ，ノ

イバラ，タニウツギで見られたが，ヌルデでは見られなかった。一次校を形成した個体におけ

る，個体あたりの一次校の本数は，ヤマハギで多く，ノイバラ，タニウツギで少なかった

表-2 実生の枚分岐と成長翠

:i.皐I1 一次枚 二次校

刀。 主主さ nJ 本数 総長 n.， 本数 総長

(sdls) (cm) (cm) (sdls) (bchs) (cm) (sdls) (bchs) (cm) 

ヤマハギ 8 0.9'土0.4 154'土52 6 26.8'土15.3530'土360 4 14.5土9.3122土85

ヌルデ 8 15a土0.9 116'土54 0 。
ノイノミラ 8 0.6'bことO‘2 58"土17 8 3.6b土 2.9126"土 88 3 1.0ごと0.0 18:t13 

タニウツギ 8 0.4b土0.1 27b土 9 3 2.0"土1.0 10bごと 8 0 

nol主務主t~生数，めはそのうち…次校を，刀2は一次校と二次校を形成した災生数。校の本数，総長は似体
あたりの平均。樹徳間で異なるアルファベットは有J1:なちがいを示す (Scheffe，p< 0.05)。
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図-4 一次枝の分布

各十努稜で一次校が多数形成された似体を選んだ。ヌルデでは一次校の形成はなかった。図仁tの数字は主総長を

示す。
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(Scheffe， p<0.05)。個体あたりの一次枝の総長についても，ヤマハギで大きく，ノイバラ，

タニウツギで小さかった (Scheffe，p<0.05)。一次校の分布は，ヤマハギでは中位から上位

に，ノイバラでは大きなものが下位に集中する分布を示した。

二次校の形成は，ヤマハギとノイバラで見られたが，タニウツギでは見られなかった。 個体

あたりの二次校の本数，総長は，ヤマハギがノイバラに比べ大きいようであったが，有意差は

認められなかった (ANOVA， p>0.05)。

主戦の成長最は，地際i宣径，長さともに樹種開で異なっていた (ANOVA，p<O.Ol)o i亙筏

は，ヌルデ，ヤマハギがタニウツギに比べ大きかった (Scheffe，p<0.05)。主取1，長は，ヤマ

ハギ，ヌルデで大きく，ノイバラ，タニウツギで小さかった (Scheffe，p< 0.05)。

IV.考察

1.種子の発芽率

ムラサキシキブ，タニウツギ¥リョウブの発芽率については，報告は少ないようで，相当低

いのではと予想されたが，むしろヤマハギよりは高く，特にタニウツギでは70%を超える高い

を示した(表 1 )。ヌルデの発芽ネが低かったが，これは種子の種皮組織が物渡的化学的

に発芽を抑制しているためであり 1993 ;鈴木， 2003). 熱湯処理などを行うことで発

芽率が向上する(林業科学振興所， 1985)。ノイバラも発:#F率が低かったが，これについては，

不発芽種子について佐の有無を検査するとともに，謹子の採取時期，精選方法，貯蹴方法など

についても検討する必要がある。

臨場試験では，ムラサキシキブとリヨウブについては，実験室での発芽試験が比較的好成績

であるにもかかわらず(表 1)，発芽は見られなかった。播種後に発芽能力を失ったのか，

あるいは休日民に入ったのかなど，原因について検討する必要がある。

2.発芽当年における実生の成長

実生発生後の主軸の成長は，どの樹種も夏の問に進むが， 9月以降は樹種で異なり，引き

き成長するiM種，わずかに成長する慰種および成長を停止する樹種があった(罰-2)。停止

する時期の早晩は，成長期間と密接に結びつく。表-2で明らかなように，主軸の成長最は，

直後，長さともに樹種間で異なっていたが，これは一つには成長期照の長短が関与していると

見られ，成長を停止する時期は樹種特性を理解するうえで重姿である(青木・橋本， 1995)。

主軸からの校分岐については，分岐の有無や分岐の仕方などの閣で樹種間にちがいがあった

(表-2，図-4)。枚分岐する樹種では，よく分岐するものほど個体の成長量は大きいようで

ある。

低水稜の樹種特性に関しては，成熟校のフェノロジー，主戦の更新パターン，株の維持機構
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なと々について調べられている(松田・橋本， 2001;八回ら， 2003; 若LLJ.八開， 2004)。しか

し，種子発芽と芽生え成長の雨で廿，樹穂比較できる資料は少ないようである。撒種工におけ

る低木種利用では，やはりこれらの樹種特性は基本的要件であり，引き続き検討を進めること

にしている。
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